
（１）安らぎと潤いある環境を守り育てる
［環境の保全とアメニティの向上］

（単位：千円）

予 算 額

<新><重要>

ＥＳＣＯ事業 180,000 　地球温暖化対策として、ＥＳＣＯ事業を導入する。

(環境総務課)

<財源構成>

①国庫支出金 90,000

②一般財源 90,000

　※ＥＳＣＯ事業（Energy service company)

　コストをかけずに省エネルギー機器の導入によって既設の工場

　やビルの省エネルギーを実現する。

<事業概要>

・導入施設　文化センター

・導入期間　平成20年度～35年度

・エネルギーコスト縮減額（ＥＳＣＯ事業者保証額）

　　　　　　約１億8,000万円程度（光熱水費削減）

・財政効果　約 5,300万円程度　　(15年間）

    

<スケジュール>

　平成19年度

 　 11月 　　    ＥＳＣＯ事業提案募集

　  12月   　    提案内容審査、事業所選考

    １月　　　　 事業者選定

　平成20年度

 　 ６月～７月　 事業者との契約

  　９月～11月 　改修工事の実施

    12月～３月　 効果確認

４．主な事業の概要

摘　　　　　　　　　要事　業　名

<債務負担行為>　ESCOサービス料

事項 限度額 期間

平成21年度から

平成30年度まで

文化センター
ＥＳＣＯ事業

32,000
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<新><重要><安心>

(仮称)生活環境の保全に 2,000 　(仮称)生活環境の保全に関する条例の広報事業を実施する。

関する条例制定事業

(環境対策課） <内容>　

　パンフレット、手引書等作成

<主な規制内容>

・アスベスト対策の強化

・悪臭規制の強化

・光害の規制

<事業計画>

　平成19年度　　条例案作成・パブリックコメント

　平成20年10月　条例公布

　平成21年４月　条例施行

<新><総振・マニ>

びん残渣資源化有効利用 42,525 　びん残渣の資源化を図る。

事業

(廃棄物政策課) <事業概要>

・現在埋立処分しているびん残渣を粉砕・造粒し、上下水道をは

じめとする軟弱地盤工事の埋め戻し用砂として再利用する。

<経費節減額>

　約37,000千円
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<新><重要>

屋上緑化助成制度の創設 5,000 　市民の緑化推進を支援するため、屋上緑化助成制度を創設する。

(みどり推進課)

 <事業概要>

<新><総振・マニ>

景観計画策定事業 7,000 　良好な景観を形成するため、都市景観形成基本計画の目標・方

(都市計画課) 針に即し、景観法に基づく「景観計画」を策定する。

<事業概要>

　平成18・19年度　都市景観形成基本計画策定　　

　平成20年度　　　景観計画の策定

　　　　　　　　　色彩ガイドラインの策定

　　　　　　　　　景観啓発、誘導事業の実施

助成単価又は助成割合 上限額

①先導地区内の建
築物に屋上・壁面
緑化に取り組む市
民･事業者

②大規模建築物に
屋上・壁面緑化に
取り組む市民・事
業者

①先導地区：駅を中心とした概ね半径500ｍ以内の地域
②大規模建築物：敷地面積3,000㎡以上を有する建築物

<効果>約300㎡の緑化を創出

対象者
対象箇所
／面積

屋上･壁面緑
化各１０㎡
以上

２万円／㎡×対象緑
化面積又は対象経費
の１／２の少ない方

１００
万円

助成金額
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<重要>

新クリーンセンター整備 59,078 　老朽化した焼却施設の代替施設としてリサイクル施設を併設し

事業 た新規施設を整備する。

(新クリーンセンター建

設準備室) <内容>

(現：環境施設課) ・ＰＦⅠアドバイザリー業務

<財源構成> ・搬入道路設計等

①国庫支出金 8,900

②一般財源 50,178 <事業計画>

　平成19年度　環境影響評価計画書作成、建設予定地ボーリング

　　　　　　　調査等

　平成20年度　搬入路設計・ＰＦＩアドバイザリー業務等

　平成22年度　旧し尿処理施設解体

　平成23～26年度　本体工事

　平成26年度　開設予定

<施設概要>

　場所　クリーンセンター西堀旧施設跡地ほか

　計画面積　約58,000㎡

<総振・マニ>

低公害車普及促進事業 18,474 　自動車排出ガスの抑制を図るため、公用車への低公害車の導入

(環境対策課ほか) を推進する。

<財源構成> <導入目標>　公用車の低公害車普及率15％（平成22年度末）

①諸収入 514 　　　　　　平成20年度末　11.8％見込み

②一般財源 17,960 <導入車両>

・塵芥収集車(天然ガス車)　　 　　１台

・リース車両(天然ガス車)　　　 　　５台

・リース車両(ハイブリッド車)　　　　 　　15台

　　　　　　            合計　　 　　21台
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

1,931,478 　街区公園等を市内に整備し、市民に憩いの場を提供する。

(都市公園課)

<財源構成> ・緑の核づくり公園整備事業

①国庫支出金 10,000 　主な公園整備

②諸収入 50,000 　　田島東公園（桜区）   　3,246㎡

③市債 9,000 　　大谷口公園（南区）　　30,447㎡

④一般財源 753,904 　　指扇借地公園（西区）　 1,500㎡

　　並木公園（大宮区）　 　1,800㎡

　　堀崎中央公園（見沼区） 7,100㎡

・<新>セントラルパーク整備事業

　セントラルパーク基本構想の対象区域について、整備手法の検

　討及び計画の見直しを行う。

　　セントラルパーク基本構想　(全体面積 約50ha)

　　　平成19年11月　先行整備地区(3.9ha)　

  　　　　　　　　　　合併記念見沼公園オープン

　　　平成20年度　  次期整備地区(46ha) 

　　    　  　　　　  整備手法、計画の検討

・公園リフレッシュ事業

　街区公園の安全性・利便性を高める機能更新整備を実施する。

<財源構成> ・環境空間整備事業（中央区本町東３丁目）

①国庫支出金 148,000 　下落合地区（与野本町駅周辺）用地取得

②市債 133,200 　  平成19年度　4,116㎡

③一般財源 38,220 　　平成20年度　1,585㎡

　　平成21年度　2,500㎡

　　平成21～23年度　整備工事・供用開始

都市公園等整備事業

<総振・マニ>
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<財源構成> ・高沼遊歩道整備事業（大宮区北袋町１丁目）

①国庫支出金 5,000 　ポケットパークの整備

②市債 4,500

③一般財源 1,500 <事業計画>

　  平成19年度　実施設計

　  平成20年度　ポケットパークの整備

　  平成21年度　コミュニティ道路の整備

　  平成22年度　既設橋の改修

・秋葉の森総合公園整備事業（西区中釘）

　北側区域整備工事

　　平成20年7月　 ピクニック広場供用開始

　  平成21年度　　北側区域全面供用開始

<財源構成> ・与野中央公園整備事業（中央区新中里４丁目）

①国庫支出金 110,000 　　公園整備に向け用地取得を行う。

②市債 198,000 　    全体計画面積　8.1ha

③一般財源 128,544 　   （うち、取得済面積　6.5ha、買収率　約80％）

　  完成目標年度　平成26年度
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<財源構成> ・見沼通船堀公園整備事業（緑区大間木）

①国庫支出金 45,100 　　  公園整備に向け用地取得を行う。

②市債 81,100 　      全体計画面積　13.9ha

③一般財源 39,410 　     （うち、取得済面積　11.3ha、買収率　約81％）

   　 完成目標年度　平成26年度
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